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守・破・離

皮膚科はカバーしている分野が膨大だ．診断，病理，
治療をはじめ，爪切りなどの小さな手技から皮弁を含む
手術まで，人によっては基礎研究も行うだろう．これだ
けたくさんの分野をすべてマスターするのはほぼ不可能
に近い．

＊　　　＊　　　＊
皮膚科一年目，私は大学病院で研修を行い，一般診療

をどうすればいいか悩んだ時期があった．大学で普段診
ている患者は，悪性腫瘍や水疱症，診断や治療に苦慮す
る皮膚疾患ばかりでバイト先でみる common disease
と明らかに違う分野だと感じたからだ．外勤先では，な
んとなく診断をつけ，なんとなく薬をだす．1人ですべ
てやるものだから正解かどうかわからない．もしかした
らもっと良い方法があるかもしれないが，それを知る由
もない．孤独な外来で身についたのは「確かな腕」では
なく，あっているかどうかわからないがなんとかする
「慣れ」であった．
このままでは 5年後も 10年後も不安なまま皮膚科診
療を続けることとなる．そう思ったときに出会った言葉
が「守・破・離」である．
守・破・離とは，茶道などの修業における段階を示し

たものだ．「守」は，師匠の教えや型を忠実に守り，確
実に身につける段階．「破」は，他の師匠の教えについ
ても学び，良いものを取り入れ発展させる段階．「離」は，
師匠から離れ，独自の新しいものを生み出し確立させる
段階を指す．
私は性格上，「守」を蔑ろにし「破」から開始してすぐ

「離」を目指してしまいがちだった．そこで 2年目は徹

底的に「守」を意識して研修に取り組んだ．派遣先の皮
膚科診療をすべて真似することにしたのだ．部長の問診
の取り方，薬の選び方，患者さんへの説明，日常診療の
手技．ときどき疑問に思うこともあったが，まずは「守」
を徹底した．その結果，2年間の研修を終えたときに臨
床の軸が自分の中にできていた．このことは，その後の
皮膚科人生に大きな影響を与えている．

＊　　　＊　　　＊
自分に何が向いているのかは実際にやってみないとわ
からない．例えば，私は皮膚科医になった直後，手術と
病理ができるようになりたいと思い，目標を紙にまで書
いた．あれから 20年近く経ち，手術はほとんどしなく
なったし病理はどちらかというと苦手な方だ．
私を知っている人は意外だろうが，研究に対しても苦
手意識が強い．これは周りに自分よりうんと優秀な人が
多かったのも一つの要因だと思う．
ただ，苦しみながらも英語論文を書くことはできる．
まだまだ下手くそだが，一般的なレベルで見れば論文を
書ける部類に入るだろう．これも前職で徹底的にボスの
教えを守ったおかげが大きい．できることとできないこ
との違いは，私の場合，「守」を実践するための師匠が
いたかどうかによる．
皮膚科フレッシャーズの皆さんには，まずは師匠を決
め，徹底的にその人から学んでほしいと思う．今回の特
集号では，さまざまな分野でのエキスパートに初学者向
けの解説をお願いした．学問としての入り口として「守」
を実践し，この先の皮膚科人生を実りあるものにしてい
ただきたい．


